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「舟入の探究」とは　

本校では、1～3年生それぞれに週1時間ほど「ABLE Time(総合的な探究の時間) 」という時間が設

けられていますが、それは生徒たちが探究学習を行っていくきっかけにすぎず、最終的な目標は生

徒が課外の時間に「外」に出て、主体的に自己の進路や目標と結び付けながら「問い」の解決を行

っていけることを目指しています。　（舟入高校HPより抜粋）

本校で行われる「総合的な探究の時間」は「ABLE Time」と名付けられています。生徒の間では、

「エイブル」の愛称で親しまれています。生徒が主体となり、多様な探究活動が行われています。

どのようなことをしているのかを外部の方々へ発信するため、有志の生徒が自身のABLEでの活動を

紹介していきます。

「探究日誌」では

6月4日　実施

1年生：平和講演

2年生：テーマの評価

3年生：校長先生と話し合い



　1年生はアカシヤホールで被爆2世の方のお話を聴きました。

私は「未だに戦争がなくならない事をどう思いますか？」という

質問をしたのですが、それに対して峰子さんは「許せないことで

す。話し合いがとても大切です。」と答えてくださいました。それ

を聞いて、本当にその通りだと思いました。現在、被爆者は高齢

者の方が多いので、俊昭さんのような存在は原爆の事を語り継ぐ

上でとても大切だと思いました。
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1年生　（担当I.Y.）

1年生の平
和講演会

の様子です
！

3年生の活動の様子です！
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2年生（担当F.F.）

3年生（担当T.Y.）

　今日はなんと！西校長先生を巻き込んで話し合いを行いました！

　私たちは「ABLE Timeをより良くするためには？」という問いで探

究をしています。しかし、それを細かく分解すると、「『良い』って誰

にとって？、そもそも『良い』ってなに？、先生方に頼るべきところ

は？どのあたりを、どの程度変えるの？、、、」と、課題が際限なく現

れます。

　というわけで、まずはその中の1つ、「舟入生にとっての探究学習っ

て何？」を解決すべく、私たちは西校長先生にお話を伺いました。お

話の内容は文量の関係で割愛するのですが（お話の一部はHPの「教

育方針」にも載っていました！）、「生徒」ではなく「先生」の視点を

知ることができました。

　次回は校長先生との対談をもとに、改めてテーマを再定義します。

　2年生は、自分達のテーマについて自己評価を行いました。

　「このテーマはメンバーにとってわくわくするものになって

いるか？」「この探究活動は実現可能か？」などの項目で評価

を行いました。これによって、もし自分達のテーマが見通しを

持って行えないものだと判断したら、より進めやすいテーマに

変更することもできます。さらには、より面白い新たなテーマ

が見つかることもあります。

　私のグループでは、これからも今のテーマで活動していくこ

とになったので、引き続き頑張ります！

　次回は先行研究を調べる予定です。


